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交流と助け合いを通じて、
いつまでも住み続けられる
固有の環境を整える

平成 24 年（2012年）8月1日発行創刊号

塩野町地域まちづくり協議会

～協議会の理念～

まちづくり協議会の役割とは？
　少子・高齢化や人口の減少などにより、地域活動や組織そのも

のが継続困難な状況になりつつある集落が現れようとしています。

　塩野町地域の個性や課題に応じた活性化対策を地域に暮らす住

民が集落の枠を広げ、お互い知恵を出し合い、協力し合って、今

まで以上に活気と魅力あふれる元気な地域をつくり上げることを目

的としています｡この仕掛け作りがまちづくり協議会の役割です。

　まちづくりは、一朝一夕に効果が現れるようなものでなく、また、

一度がんばれば解決するようなものでもない。地域の身の丈に合っ

た事業をじっくりと進め、地域に根差した取り組みを行ないます。
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塩野町地域まちづくり協議会　役員のご挨拶

　塩野町地域に住んでいて良かったと言
えるためのかけはしとなり、８集落が交
流をとおして、助け合う心や絆を大切に
して、仲間の輪が出来ればと思っていま
す。また、秋の収穫祭が無事に開催でき
ることを願います。

　「まちづくり」を考える時、世代、家
庭の事情、仕事、価値観などの異なる地
域住民、これらの人達をどう繋げられる
か。まずは地域のことを多方面から話し
合う、そこからのスタート。

　塩野町地域が発足して一年目というこ
とで、多くの方々が参加して楽しめる会
からスタートし、困った時に助け合えた
り、地元の特色を生かした行事を計画し
地域全体が活性化する様なまちづくりを
目指して行きたい。

　この度、塩野町地域まちづくり協議会の
事務局長をやることになりました蒲萄の菅
原です。これから皆さんの協力、支援をえ
ながら色々な事業に取り組み、住みやすい
まちを目指してがんばって行きたいと思い
ますのでよろしくお願いします。

会長　中山 好栄（大須戸）

副会長　小田 かよ子（塩野町）

副会長　菅原 正美（早稲田）

事務局長　菅原 忠志（蒲萄）

地
域
の
行
事

※

開
催
時
間
な
ど
は
、

　
各
集
落
ま
ち
づ
く
り
役
員
に
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

7/21（土）第２回役員会時撮影



　私たちの住んでいる地域に

は、先人から引き継いだ行事な

どが沢山あり、今も守り続けら

れています。どれも魅力的で、

そこには笑顔がありみんなの心

をひとつにしてくれます。

　このたび塩野町地域まちづくり協議

会のほっとニュースステーション（企

画・広報部門）の部会長をやることに

なりました。これから皆さんの協力を得ながら各部

会と交流し助け合って行きたいと思います。年４回

の地域発行紙を発行して行きたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。

　塩野町地域の皆さんと共に「まちづくり」を推
進するために、皆さんからのご意見や情報をお待ち
しています。また、地域内を写真もお待ちしていま
す。テーマは特にありません。
ご意見や情報は下記、連絡先宛にお願いします。
　

ご意見や情報をお寄せ下さい

編集後記

発　行：塩野町地域まちづくり協議会
編　集：ほっとニュースステーション
連絡先：朝日支所地域振興課自治振興室（事務局）
　　　　TEL 72-6880   FAX 72-6403
            E-mail  as.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp
　　　　 URL（ホームページ） http://www.city.murakami.or.jp

専門部会の取り組み紹介
（協議会役員名簿・基本方針・取り組みの方向性は４月１日付け通信に記載⇒市まちづくりホームページでも観れます）

※各専門部会ごとの事業展開により取組が、現在進行中です。

大収穫祭の開催
11月 4日 (日 )

地域農産物ＰＲ事業
地域交流事業

観光資源整備事業
地域情報発信事業

集落活性化支援事業

観光マップづくり
「地域内の見どころ」など

地域広報誌の発行（年４回）

地域の農畜産物を利用し
た各集落の食文化につい
て後世への継承と、地域
全体が一同に会する地域
に根ざしたイベントを開
催し、私たちの住んでい
る地域の良さの再認識と
郷土愛の高揚を図る。

地域内には大小さまざま
なお宝箇所があり、四季
を通じ表情を変え、見る
ものに取って懐かしさと
親しみをあたえてくれる。
これらの地域資源を凝縮
し、地域の皆さんに地域
資源を共有していただく。
また、コミュニティビジ
ネスの一助とする。

各集落の行事情報などを、
地域全体に発信し、地域
全体で情報を共有する。

これまで、集落が中心とな
り祭りやスポーツ・福祉・
防災活動など地域づくりを
行なってきた集落活性化の
取組を支援する。

【産業振興部門】

地域活性あぐり部会：８名

【交流・伝承部門】

ふれあい伝承部会：８名

【共助・観光部門】

スクラムネット観光部会：７名

【企画・広報部門】

ほっとニュースステーション:８名

集落活性化支援

共通事項

しおのまち
荒沢奉納花相撲（白山神社）

蒲萄大運動会
（蒲萄グラウンド・雨天時ふれあいセンター）

大須戸奉納花相撲（八坂神社）

馬作り（ひどこ）

松岡ニジマスつかみどり

本小須戸盆踊り＆花火祭り（ふれあいセンター）
マジックショーや露天、最後は打ち上げ花火

塩野町盆踊り（公民館）

早稲田天皇様（白山神社）

部会長　渋谷 俊男（原小須戸）

私たちの塩野町地域には、たくさんの景観、風習、伝統がある。これら地域資源を地
域の皆さんで共有し、塩野町地域の良さを再認識していただく。


